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立された治療法は未だに明らかではないが,本症例の病

態経過を検討 し,その治療の可能性について考察を加え

る.

B-21)末櫓性上小脳動脈癌の 1例
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末梢性上′ト髄動脈痛は稀とされ 最近の報告 (Ne7Ll･nl

JW,aCjlil･(T(JkJt))､第.Ia)-･--110.1漸 )でもnonmycotjc

で 110ntraumaticな症例は27例程である.かかる症例

の末破裂手術例を経験 したので報告供覧する.

症例は50歳女性.'95年9月4臥 脳幹梗塞で入院と

なった.その際の髄血管撮影で末破裂の右中大髄動脈癖

及び左上′ト脳動脈感が明らかとなり,'95年9月21日,

右中大脳動脈癖のウリ､ソビング術を施行した.さらに今

回,'96年2月8E=こ左上小脳動脈感に対 しての .ケりッ

ビング術を施行 した.動脈痛は ambielltSegmelltに

位置する蕪状動脈痛で.hemisphericbranchと mEu･ginal

branchの分岐部にあり.SubtemporaltranstelltOrial

approachを選択した.

本手術では,Lab亡だ静脈の処匿とテントの cul.が留

意点であi),aJnbientcisternへのrrプロ一･一チを含めて

考察する.

B-22)硬膜外で分枝 し,硬膜貫通直後に発生

した破裂後下小脳動脈癌の 1例
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PICA は variationに宮JLだ血管であるが,硬摸外

で VA より分枝するのほ稀である.また,PICA動脈

痛は主に VA-PICA 部に発生する.今回我々は硬膜外

で分枝 した PICAvariantの硬膜貫通部直後に発生 L

た,破裂燕状動脈癖を経験 したので,文献的考察を加え

これを報告する.

症例 62才男性,突然の後頭部痛,鳴吐,意識障害で

発症.CTにてテント上下にわたる,脳室内血腫を伴っ

た くも膜下出血を認めた.右椎骨動脈撮影にて,Cra-

niocervicaljunctionに♯状動脈癖を認め,右後頭下

開頭および片側 C1椎弓切除,neckclipping術を施

行 した.動脈痛は,右後下′ト脳動脈が硬膜外 (V3seg-

ment)で分枝 し.硬膜を貫通 した直後のものであった.

術後明どっかな spasm を認めず,水頭症によりシャント

を必要としたが.神経学的脱落症状は無かった.

B-231末破裂脳動脈癌の手術における予後不
良例の検討
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平成2年から平成7年までの6年間に318症例ミこ対し

349回の末破裂脳動脈癖に対する手術を行った.手術結

果より8例2-3%に重篤な後遺症を残 し,これらの症例

につき検討を加え報告する.
8例中7例が内頚動脈癖で,手術手技上の問題が一番

大きいと思われた.また.70才以上の症例43例中 1例,

椎骨脳底動脈癖の手術33例中 1例.脳梗塞,脳出血の基

礎疾患によって発見されたもの5例であった.

これr)をふまえ末破裂脳動脈癖の手術適応につき考察

を加える.

B-24ト不完全な脳動脈癒処置後に granuloma
の発生を来 した 1例
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前交通動脈癖に対する wrapping後に granulomaが

発生した症例について報告する.症例 :59才,女性.他

院にて前交通動脈噛 ･左内要一後交通動脈癖に対して綿

片による wrappingを施行された.4ケ月後,視力 ･

視野障害が出現したため近医眼科を受診.頭蓋内病変を

疑われ当科入院となった.画像所見 :CT,MRIでは視

神経に接する直径約 2cm の異常陰影を認め,3Dl二T

angiographyでは右 Al周囲iこ不均一に増強される mass

lesionを認めた.また, 前交通動脈癖 も描出された.

手術 :ⅠIlterhemisphericに approachすると末処置の

前交通動脈癌が認めL')れ clippingを施行 した.Granul

lomaは右 Al部を取 り巻くように存在 し,視交叉を

圧排 していた.Granulomaを可及的iこ摘出し手術を終

了した.術後,視力･視野は改善 した.考察 :本症例に

おける granulomaは 鮎msheets蹄に対する異物反応

を契機に発生 したものと思われる.視神経周囲において

は wrappingは安易に行うべきでない,




